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◆授業の方針・概要 

授業担当者のモデリストとしての経験と実績を活かし、パターンメーキング技術、素材の知識、縫製技術を併せた総合力を

高めるため、メンズコースと一緒にあらゆるアイテムを学ぶ。更に、量産技術に加え本格的なクチュール仕立ての縫製技術を

習得する。 

終了制作では 3年間の集大成として、創造性と独創性を追求したデザインを、習得した高度な縫製技術を駆使して、高品質

な作品を制作する。 

 

◆到達目標（学修成果） 

メンズ、レディースに関わらず、プロのパタンナーまたはモデリストとして即戦力になる技術者の育成を目標とする。 

 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業のために必要な科目。 パタンナーまたはモデリストとして、もっとも重要な科目である。 

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1週 

デザインシャツ 

デザイン、素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

2週 平面製図、トワル組み 予習：作図方法 60 

3週 工業用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 90 

4週 裁断、縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 60 

5週 

デザインパンツ 

デザイン、素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

6週 平面製図、トワル組み 予習：作図方法 60 

7週 工業用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 90 

8週 
裁断、縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 60 

9週 

10週 

クチュールジャ

ケット 

基本デザイン平面製図 予習：作図方法 60 

11週 トワル組み、部分縫製 復習：毛芯の据え方、ハ刺しの縫い方  60 

12週 デザイン・素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

13週 パタ－ン作成 予習：作図方法 90 

14週 トワル組み 復習：バランス確認 60 

15週 パターンメーキング技術試験対策（集中授業）   

16週 

クチュールジャ

ケット 

裁断用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 60 

17週 裁断、芯据え 復習：型入れ、毛芯の据え方 60 

18週 

縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 90 19週 

20週 

21週 

卒業制作 

デザイン決定 

市場調査 

コンセプト設定 

素材、附属選び 

モデル依頼 

ポートフォリオ作成 

プレゼンテーション準備 

 

22週 
パターン作成 

23週 

24週 
トワル組み 

25週 

26週 工業用パターン作成 

27週 

裁断、縫製 
28週 

29週 

30週 

◆フィードバックの方法 

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく。 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% 授業の取り組み、課題の完成度等による総合評価とする。 

試験 －  

課題 70%  

検定試験結果 －  

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

◆教科書   なし 

◆参考文献  パターンメーキング技術検定試験１級ガイドブック 

◆オフィスアワー 

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階） 

◆備考      

授業内容は変更することもある。 

服飾造形・実習Ⅲ（レディース） 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （実習・実技） 
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◆授業の方針・概要 

授業担当者のパターンナーとデザイナーとしての経験と実績を活かし、メンズパターンを作成する為に必要な人体構造から採

寸方法、名称、加工方法等を理解し、レディースとメンズの違いを学び、メンズパターンメーキング及びメンズの縫製方法、素

材、付属等を学び、実践する。 

終了制作では 3年間の集大成として、創造性と独創性を追求したデザインを、習得した高度な縫製技術を駆使し、高品質な

作品を制作する。 

◆到達目標（学修成果） 

メンズの人体構造を把握し、寸法出しの計算方法を学び、メンズパターンメーキングの基礎をマスターし、メンズテーラード

の良し悪しを判断できる感覚を養う事を目標とする。 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業するために必要な科目。メンズパタンナーとして重要な科目である。 

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1週 

ドレスシャツ 

デザイン、素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

2週 平面製図、トワル組み 予習：作図方法 60 

3週 工業用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 90 

4週 裁断、縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 60 

5週 

スラックス 

デザイン、素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

6週 平面製図、トワル組み 予習：作図方法 60 

7週 工業用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 90 

8週 裁断、縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 60 

9週 ベスト、ブルゾン 概要説明、平面製図 予習：作図方法 60 

10週 

テーラードジャ

ケット 

基本デザイン平面製図 予習：作図方法 60 

11週 トワル組み、部分縫製 復習：毛芯の据え方、ハ刺しの縫い方  60 

12週 デザイン・素材選定 予習：デザイン考察、素材選び 60 

13週 パタ－ン作成 予習：作図方法 90 

14週 トワル組み 復習：バランス確認 60 

15週 パターンメーキング技術試験対策（集中授業）   

16週 

テーラードジャ

ケット 

裁断用パターン作成 復習：パターンチェック、寸法確認 60 

17週 裁断、芯据え 復習：型入れ、毛芯の据え方 60 

18週 
縫製 復習：仕様と縫製手順の確認 90 

19週 

20週 コート 概要説明、平面製図 予習：作図方法  

21週 

卒業制作 

デザイン決定 

市場調査 

コンセプト設定 

素材、附属選び 

モデル依頼 

ポートフォリオ作成 

プレゼンテーション準備 

 

22週 
パターン作成 

23週 

24週 
トワル組み 

25週 

26週 工業用パターン作成 

27週 

裁断、縫製 
28週 

29週 

30週 

◆フィードバックの方法 

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく。 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% 授業の取り組み、課題の完成度等による総合評価とする。 

試験 －  

課題 70%  

検定試験結果 －  

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

◆教科書   なし 

◆参考文献  パターンメーキング技術検定試験１級ガイドブック 

◆オフィスアワー 

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階） 

◆備考      

授業内容は変更することもある。 

 

服飾造形・実習（メンズ） 
坂口 英明・菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （実習・実技） 
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◆授業の方針・概要 

授業担当者のモデリストとしての経験と実績を活かし、さまざまなデザインに対応できるドレーピング技術とパターン展開技

術を修得させる。 

ドレーピングによってシルエットを出した後、パターン展開でもシルエットを再現する。またはその逆の作業を反復すること

で、立体と平面の両方から服の構造を理解することができ、パタンナーに必要なあらゆるデザインに対応できる技術力と感覚を

養うことができる。 

 

◆到達目標（学修成果） 

２年次に行った立体構成の基本を基に、レベルアップした立体構成力と空間認識力を養うことを目標とする。 

 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業のために必要な科目。 

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 デザイン性のあるアイテム５型のトワルを立体と平面で作成 復習：立体操作と平面操作の関係 60 

2回 〃 〃 〃 

3回 〃 〃 〃 

4回 〃 〃 〃 

5回 〃 〃 〃 

6回 〃 〃 〃 

7回 〃 〃 〃 

8回 〃 〃 〃 

9回 〃 〃 〃 

10回 〃 〃 〃 

11回 〃 〃 〃 

12回 〃 〃 〃 

13回 〃 〃 〃 

14回 〃 〃 〃 

15回 〃 〃 〃 

16回 〃 〃 〃 

17回 〃 〃 〃 

18回 〃 〃 〃 

19回 〃 〃 〃 

20回 〃 〃 〃 

21回 卒業制作に伴うトワルの作成（卒業制作のシラバスに順ずる） 〃 〃 

22回 〃 〃 〃 

23回 〃 〃 〃 

24回 〃 〃 〃 

25回 〃 〃 〃 

26回 〃 〃 〃 

27回 〃 〃 〃 

28回 〃 〃 〃 

29回 〃 〃 〃 

30回 〃 〃 〃 

◆フィードバックの方法 

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく。 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% 授業の取り組み、課題の完成度等による総合評価とする。 

試験 －  

課題 70%  

検定試験結果 －  

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

◆教科書   なし 

◆参考文献  なし 

◆オフィスアワー 

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階） 

◆備考      

授業内容は変更することもある。 

立体構成（ドレーピング＆パターンメーキング）実習Ⅲ 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （実習・実技） 
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◆授業の方針・概要

3年間で修得した技術、感性を土台に各自コンセプトを決め、デザインからパターンメーキング、作品作製まで行い、3年間

の技術の集大成とする。

ファッション業界で活躍する方を審査員として審査会を行い、外部評価とする。

◆到達目標（学修成果）

3年間養ってきた、ファッション感覚及び技術力の確認を行う。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業に必要な科目になる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 デザイン画 予習：デザイン画検討 60 

2回 表生地選定、副資材選定 予習：生地選び 180 

3回 パターンメーキング 予習：寸法確認 60 

4回 トワリング 予習：両身トワル 120 

5回 仮縫い 予習：モデル着用仮縫い 60 

6回 パターン修正 復習：パターン修正 60 

7回 〃 〃 120 

8回 裁断 予習：生地裁断 60 

9回 〃 〃 60 

10回 縫製 復習：縫製 

3000 

11回 〃 〃 

12回 〃 〃 

13回 〃 〃 

14回 〃 〃 

15回 〃 〃 

16回 〃 〃 

17回 〃 〃 

18回 〃 〃 

19回 〃 〃 

20回 仕上げ 〃 

◆フィードバックの方法

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 20% 
授業の取り組み、課題の完成度等による総合評価とする。 

外部審査員による、審査会の評価を優先する 

試験 － 

課題 30% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） 50% 

◆教科書

なし

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階）

◆備考

授業内容は変更することもある。

卒業制作 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 20日間 必修 （実習・実技）
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◆授業の方針・概要

ファッションデザイナー、ディレクターとしての企業実務経験者による授業。ブランド研究ではマーケティング視点からブラ

ンディングのコアを学び、提供価値を踏まえた上での商品企画、デザイン提案を行う。オリジナルブランドの考案では卒業制作

と関連付ける。

◆到達目標（学修成果）

ブランド特長、時代性、デザイン意図をくみ取れるパタンナーとしての資質を身につける。

ブランドの提供価値を踏まえた企画、アパレルデザインの考案ができ、提案のバリエーションを覚える。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業時に必要な科目。パタンナーとして働くうえで必要なスキルの向上に繋がる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 オリエンテーション 予習：マーケットリサーチ 45 

2回 ブランド研究  コンセプトワークの方法 予習：ブランドリサーチ 30 

3回 イメージビジュアル・コンセプトワーディング 予習：競合ブランドリサーチ 45 

4回 セグメンテーションとマーケットの理解 復習：独自価値の見直し 30 

5回 ターゲットの絞り込み 予習：ビジュアル収集 45 

6回 ポジショニング設定の方法 復習：発表準備 45 

7回 発表 復習；改善点の確認 20 

8回 ニーズと提供価値、コストの理解と提案のバリエーションを学ぶ 予習：ブランドリサーチ 60 

9回 ターゲットの近い２ブランドへのデザイン提案を考案 予習：マーケットリサーチ 60 

10回 ブランドごとに異なる提供価値をイメージマップにする 予習：参考ビジュアル収集 60 

11回 デザイン考案 復習：イメージマップ作成 30 

12回 デザイン考案 復習：デザイン考案 30 

13回 コスト計算と品質について 復習：コスト計算 30 

14回 プレゼンテーション準備 予習：プレゼン準備 30 

15回 プレゼンテーション/講評 復習：改善点の確認 20 

16回 インフルエンス予測、トレンド傾向の研究（全体観） 予習：トレンド情報収集 45 

17回 色、素材の傾向 復習：トレンド情報収集 30 

18回 ディテール、テクニックの傾向 予習；トレンド情報収集 30 

19回 オリジナルブランド コンセプト設定 予習：リサーチ 60 

20回 ターゲット、ポジショニングの設定 予習：リサーチ 45 

21回 イメージマップ作成、テーマ設定 予習：ビジュアル収集 30 

22回 主要素材選定、代表ルック考案 予習：素材リサーチ 45 

23回 代表ルックのデザイン考案 復習：デザイン考案 30 

24回 代表ルックのデザイン考案 復習：主要素材選定 30 

25回 ハンガーイラスト 復習：展開カラー考案 30 

26回 ハンガーイラスト 復習：提案資料作成 30 

27回 コスト計算、上代設定 復習：提案資料作成 30 

28回 プレゼン準備（説明のストーリーを考える）  復習：プレゼン準備 30 

29回 プレゼンテーション 復習：他者事例の確認 30 

30回 講評 復習：改善点の確認 30 

◆フィードバックの方法

課題発表、プレゼンテーションに対して講評を行う。クラスメイトの作品を見てお互いに学びあう機会も設ける。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70％ 

検定試験結果 － 

企業計画（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

なし

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

授業終了後、質問等対応する。

◆備考

日程、内容を変更する場合もある。

アパレルデザイン・商品企画
赤川 順子

アパレル技術科 3年 通年 必修 （講義／実習・実技）
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◆授業の方針・概要 

ファッション業界のみならず、デザイン業務においてスタンダードアプリケーションソフトである Illustrator・Photoshop 

のスキルアップを目指し、さまざまな応用テクニックを実践していく。それぞれの目的に沿ったイメージを表現できる活用方

法を学ぶ。（作品のポートフォリオやスタイルブック等を効果的に見せるページ構成力をつける） 

◆到達目標（学修成果） 

Illustrator・Photoshopを使い、さらに表現方法の幅を拡げ、効果的・効率的に操作できるようになる。 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業のために必要な科目。 

Illustrator・Photoshopを効果的に使いこなし業務をスムーズに遂行する為のスキルが身につく。 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ポートフォリオ

の考え方 

レイアウト基本 

ポートフォリオの必要性、考え方 復習：データ整理・確認 10 

2回 レイアウトの基本、（ページ構成）データの作り方① 復習：データ整理・確認 10 

3回 レイアウトの基本、（ページ構成）データの作り方① 復習：データ整理・確認 10 

4回 ポートフォリオ 

(就職活動用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△前期 

ビジュアル（レイアウト）イメージ収集 復習：データ整理・確認 10 

5回 レイアウト考案・ラフ作成① 手描きラフ 復習：データ整理・確認 10 

6回 レイアウト考案・ラフ作成② 手描きラフ 復習：データ整理・確認 10 

7回 コンセプトにあったフリー素材収集 復習：データ整理・確認 10 

8回 レイアウト(ページ構成)ラフチェック 復習：データ整理・確認 10 

9回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ① 復習：データ整理・確認 10 

10回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ② 復習：データ整理・確認 10 

11回 画像配置（レイアウト）① 復習：データ整理・確認 10 

12回 画像配置（レイアウト）② 復習：データ整理・確認 10 

13回 まとめ・提出 復習：データ整理・確認 10 

14回 クラス発表・講評① 復習：データ整理・確認 10 

15回 クラス発表・講評② 復習：データ整理・確認 10 

16回 ▽後期 

 

卒業制作用 

ポートフォリオ 

(ス タ イ ルブ ッ

ク) 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジュアル（レイアウト）イメージ収集 復習：データ整理・確認 10 

17回 コンセプト・レイアウト考案・ラフ作成① 手描きラフ 復習：データ整理・確認 10 

18回 コンセプト・レイアウト考案・ラフ作成② 手描きラフ 復習：データ整理・確認 10 

19回 コンセプトにあったフリー素材収集 復習：データ整理・確認 10 

20回 レイアウト(ページ構成)ラフチェック 復習：データ整理・確認 10 

21回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ① 復習：データ整理・確認 10 

22回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ② 復習：データ整理・確認 10 

23回 デザイン画・ハンガーイラスト・画像レタッチ③ 復習：データ整理・確認 10 

24回 画像配置（レイアウト）① 復習：データ整理・確認 10 

25回 画像配置（レイアウト）② 復習：データ整理・確認 10 

26回 画像配置（レイアウト）③ 復習：データ整理・確認 10 

27回 途中経過提出 復習：データ整理・確認 10 

28回 まとめ・提出 復習：データ整理・確認 10 

29回 クラス発表・講評① 復習：データ整理・確認 10 

30回 クラス発表・講評② 復習：データ整理・確認 10 

 

◆フィードバックの方法 

授業内で不明点がある場合、その場で個人指導を行う。 

作品は個別講評・採点後に返却する。 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% ・授業態度、提出物の遅滞、作品完成度等を総合的に評価する 

試験 －  

課題 70%  

検定試験結果 －  

企業計画（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

◆教科書 

随時、授業内容に合わせネットから検索。 

◆参考文献 

随時、授業内容に合わせネットから検索。 

◆オフィスアワー 

毎週：火曜日（13時 00分～14時 35分）6201教室（本校舎） 

◆備考 

日程及び授業内容は変更することもある。 

アパレルＣＧⅢ 
多田 純子 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （実習･実技） 
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3307 
 

 
 
 
 
◆授業の方針・概要 

授業担当者のパタンナーとしての実務経験とパタンナーへの技術指導の実績を活かし、アパレルＣＡＤシステムの実践的な活

用法を習得することを目指す。特に企業で即戦力となるように、トータルでＣＡＤを使いこなせる応用操作の実習を行う。 

◆到達目標（学修成果） 

アパレルＣＡＤシステムを使い、高度なパターンメーキングの操作と実践的なグレーディング・マーキングの操作、及び３Ｄ

機能によるデジタルトワルの作成技術の習得を目標とする。 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業認定に必要な科目。アパレル企業においてのＣＡＤシステムをトータルにツールとして使える技術を習得する科目。  

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ドレスシャツ パターンメーキング① 復習:項目、機能を整理する。 20 

2回 ドレスシャツ パターンメーキング② 復習:項目、機能を整理する。 20 

3回 ドレスシャツ ３Ｄデジタルトワル作成 復習:項目、機能を整理する。 20 

4回 ドレスシャツ 工業用パターン作成 復習:項目、機能を整理する。 20 

5回 ドレスシャツ 仕様書作成 復習:作成資料を確認する。 20 

6回 スラックス パターンメーキング① 復習:項目、機能を整理する。 20 

7回 スラックス パターンメーキング② 復習:項目、機能を整理する。 20 

8回 スラックス ３Ｄデジタルトワル作成 復習:項目、機能を整理する。 20 

9回 スラックス 工業用パターン作成 復習:項目、機能を整理する。 10 

10回 スラックス 仕様書作成 復習:作成資料を確認する。 20 

11回 テーラードジャケット パターンメーキング① 復習:項目、機能を整理する。 20 

12回 テーラードジャケット パターンメーキング② 復習:項目、機能を整理する。 20 

13回 テーラードジャケット ３Ｄデジタルトワル作成 復習:項目、機能を整理する。 20 

14回 テーラードジャケット 工業用パターン作成① 予習:裏地の展開を確認しておく。 20 

15回 テーラードジャケット 工業用パターン作成② 予習:裏地の展開を確認しておく。 10 

16回 テーラードジャケット 仕様書作成 復習:作成資料を確認する。 20 

17回 クリエイティブ３Ｄモデリング① 復習:項目、機能を整理する。 20 

18回 クリエイティブ３Ｄモデリング② 復習:項目、機能を整理する。 20 

19回 クリエイティブ３Ｄモデリング③ 復習:項目、機能を整理する。 20 

20回 クリエイティブ３Ｄモデリング④ 復習:項目、機能を整理する。 20 

21回 クリエイティブ３Ｄモデリング⑤ 復習:項目、機能を整理する。 20 

22回 クリエイティブ３Ｄモデリング⑥ 復習:項目、機能を整理する。 20 

23回 クリエイティブ３Ｄモデリング⑦ 復習:項目、機能を整理する。 20 

24回 プレゼンテーション 復習:作成資料を確認する。 10 

25回 卒業制作ＣＡＤ入力① 復習:項目、機能を整理する。 20 

26回 卒業制作ＣＡＤ入力② 復習:項目、機能を整理する。 20 

27回 グレーディング実習① 復習:項目、機能を整理する。 30 

28回 グレーディング実習② 復習:作成資料を確認する。 20 

29回 マーキング実習① 復習:項目、機能を整理する。 20 

30回 マーキング実習② 復習:作成資料を確認する。 20 

◆フィードバックの方法 

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 20% 

試験 － 

課題 80% 

検定試験結果 － 

企業評価(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) － 

◆教科書 

ＰＡＴＴＥＲＮ ＭＡＫＩＮＧ Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・MEN‛S WEAR     学校法人 杉野学園 

◆参考文献 

ＣＲＥＡ ＣＯＭＰＯⅡ オペレーションマニュアル Toray Advanced Computer Solution INC 

パターンメーキング技術検定試験ガイドブック   財団法人日本ファッション教育振興協会 

◆オフィスアワー 

金曜日（16時 00分～17時 00分）6101教室（第六校舎 1Ｆ ＣＡＤ室） 

◆備考 

 状況により内容変更有り。  

アパレル CADⅢ 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （実習・実技） 
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◆授業の方針・概要 

 今までアパレル素材について学んできたことをもう一度復習することで、より一層理解を深め、パタンナーとして働く上で

必要なファブリックの基礎となる知識を確実に身につけることを目的とする。また、実物の布を使用して、その布の持つ風合

いや特性を探り、素材にあった形をピンワークすることで、アパレル素材に対するより具体的な感覚を養う。 

 

◆到達目標（学修成果） 

多様な角度からアパレル素材を見ることで、今まで学んできたことをしっかり身につける。 

 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業に必要な科目。アパレル素材の知識を深めることは、より充実した作品制作とアパレル企業で働く上で必要なスキルの向

上に繋がる。 

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 生地テストと復習 復習：再確認 20 

2回 機能素材を使用したピンワークⅠ 復習：出来上がりのチェック 10 

3回 機能素材を使用したピンワークⅡ 復習：出来上がりのチェック 10 

4回 化学合成繊維についてⅠ 復習：ノートを見返す 15 

5回 化学合成繊維についてⅡ 復習：ノートを見返す 15 

 

◆フィードバックの方法 

 筆記テスト終了後に内容の解説を行い、課題提出物については講評を行う。 

 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% 

試験 10% 

課題 60% 

検定試験結果 － 

企業評価（インターンシップ） － 

 

◆教科書 

必要に応じて資料の配布 

 

◆参考文献 

アパレル素材の基本 鈴木美和子・窪田英男・徳武正人著 繊研新聞社/ 

 テキスタイル用語辞典 成田典子著 （株）テキスタイル・ツリー 

 

◆オフィスアワー 

毎週：月曜日（16時 00分～17時 00分）5201教室（第 5校舎 2階） 

 

◆備考 

 授業内容は変更することもある 

アパレル素材論Ⅲ 
赤澤 結花 

アパレル技術科 3年 年間 5回 必修 （演習） 
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◆授業の方針・概要 

パターンメーキング技術検定試験対策のために行う。パターンメーキング技術検定試験 2級ガイドブックの内容を理解し、受

験に対する訓練として、繰り返し理論問題の模擬試験を行う。実技試験対策としてはパターンメーキング及びトワリングを、時

間を決めて模擬試験を行う。 

 

◆到達目標（学修成果） 

パターンメーキング技術検定試験 2級全員合格を目標とする。 

 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業に必要な科目。パターンメーキング技術検定試験 2級を受け成績の参考にする。 

 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ＰＭ技術検定試験２級ガイドブック読み合わせ、解説 予習：ガイドブック読み合わせ 120 

2回 理論試験対策としての模擬試験（本試験と同じ時間で行う）、回答 復習：模擬試験、解答 120 

3回 〃 〃 120 

4回 〃 〃 120 

5回 〃 〃 120 

6回 〃 〃 120 

7回 実技試験対策としてパターンメーキングからトワリングまでを行う。 予習：パターン及びトワリング方法 120 

8回 実技試験対策 模擬試験（本試験と同じ時間で行う） 復習：模擬試験、解答 200 

9回 〃 〃 200 

10回 〃 〃 200 

11回 〃 〃 200 

12回 〃 〃 200 

13回 〃 〃 200 

14回 〃 〃 200 

15回 〃 〃 200 

 

◆フィードバックの方法 

授業の中で、質問に答えてその都度、解決していく。 

 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30%  

試験 －  

課題 －  

検定試験結果 70%  

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

 

◆教科書 

なし 

◆参考文献 

パターンメーキング技術検定試験 2級ガイドブック 

 

◆オフィスアワー 

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階） 

 

◆備考 

 授業内容は変更することもある。 

 

パターンメーキング演習Ⅱ 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 前期集中 必修 （演習） 
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◆授業の方針・概要 

アパレル業界で活躍するスペシャリストを招き、最新のアパレル業界の現状からトレンド、企画立案、技術的な部分までの講

義を聴き、知識向上と社会人が考える物作りの考え方を学ぶ事を目標とし、自己の知識向上と就職活動に結びつけるようにする。 

 

◆到達目標（学修成果） 

アパレル業界の物作りの考え方を知り、社会人になる為の意識向上を目的とする。 

 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連 

卒業のために必要な科目になる。就職活動に必要な科目になる。 

 

◆授業計画 

 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 トレンドセミナー（ＱＵＯＴＡＴＩＯＮ） 復習：レポート 30 

2回 コスト計算について 〃 〃 

3回 ミリタリーについて 〃 〃 

4回 就職活動におけるプレゼンテーション 〃 〃 

5回 就職活動におけるプレゼンテーション 〃 〃 

6回 ドレメセミナー 〃 〃 

7回 ニューヨークトレンドセミナー 〃 〃 

8回 米マーケティング 〃 〃 

 

 

◆フィードバックの方法 

レポート提出により理解度を把握、返却時にフィードバック。 

 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 30% 授業の取り組み、課題の完成度等による総合評価とする。 

試験 －  

課題 70%  

検定試験結果 －  

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） －  

 

◆教科書 

資料配布 

 

◆参考文献 

必要に応じて資料配布 

 

◆オフィスアワー 

月曜日（16時 00分～17時 00分）1046教室（本校舎 4階） 

 

◆備考 

授業内容は変更することもある。 

特別講義Ⅲ 
菊地 正哲 

アパレル技術科 3年 通年 必修 （講義） 
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◆授業の方針・概要 

 インターンシップ（就労体験）を通して、専門分野に関連する実務体験を企業で体験・学修します。実務能力を高め、企業で

必要とされる能力を感じ取ることで、卒業後の就職に対する意欲と学内での学修をより深く理解することができる。 

◆到達目標（学修成果） 

 学内授業では得られない就労体験を行うことで将来の就職に生かせる理解と能力を身につけることを目標とする。 

◆卒業認定・学位授与の方針と該当授業科目の関連 

 この科目は、専門選択科目の卒業要件科目である。将来の就職に向けて仕事を理解するための選択科目。 

◆授業計画 

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容（予習・復習等） 必要時間 

1回 
オリエンテーション：研修の心得とマナー等について 

・企業人事の講義「企業が望むインターンシップ」 
予習：企業について研究する。 90分 

2回 面談：研修先企業や職種について面談 復習：研修先について検討する。 60分 

3回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

4回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

5回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

6回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

7回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

8回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

9回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

10回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

11回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

12回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

13回 企業研修：企業の現場で与えられた課題に取り組む 復習：研修日誌を書く。 30分 

14回 事後報告：報告書、研修日誌のまとめ 
復習：研修日誌を書き、報告書をまとめ

る。 
90分 

15回 
事後報告：報告書、研修日誌の提出と報告会での発表（学修

成果と得られた技術を含む）および講評を行う。 
復習：報告会での講評を振り返る。 30分 

◆フィードバックの方法 

 研修日誌による毎日の提出内容の企業研修先による講評、最終報告書提出の講評、報告会による講評を当日その都度フィード

バックする。 

◆成績評価の方法・基準 

授業態度・姿勢 10% 

試験 － 

課題 30% 

検定試験結果 － 

企業評価（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） 60% 

◆教科書 

 なし 

◆参考文献 

 なし 

◆オフィスアワー 

 授業初日に伝達。就職部 

◆備考 

 実務時期、期間：2年生または 3年生で 8日から 10日相当（評価は 3年次） 

 研修内容、地域：企業により異なる。地域は主に首都圏および各県。 

 実施期間等は変更になる事もある 

インターンシップ 

菊地 正哲 
アパレル技術科 3年 集中 選択 （実習・実技） 
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3312／8314／6016 

ど 

◆授業の方針・概要

ボンジュール！とフランス語の挨拶から始まり、ファッション大国フランスに行って会話を楽しめる程度になりませんか？

簡単な会話を学びながら、フランス語の特徴を把握し、基本的なファッション用語を身につけ、また、映像などを見ながら、

フランス・ファッション、文化に触れ、「聞く」「話す」「読む」「書く」を身につけます。

可能であればフランス人と会話して、学んだことを実践します。

◆到達目標（学修成果）

フランス旅行する時に役立つ表現を覚え使えるようになり、辞書を使って、短い文章の理解や、フランス語圏の通販サイト

の最新 WEB情報を検索できることを目標とする。

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

選択の場合は卒業要件ではないが、現在フランスや日本で使用されている服飾用語を分析、つなぎ合わせていくと、服飾

文化の源流の一つに辿り着き、大局的に服飾文化を見直す糸口が見つかる。 

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 
フランスを知る フランスと日本の関わり合い/違い

筆記体の読み/書き
身の回りのフランス語探し、発音確認 10 

2回 
アルファベ発音と音節/法則

身の回りのフランス語/フランス語の特徴について

発音確認 

講義メモ整理 
20 

3回 
WEB辞書の使い方  

挨拶、数字、曜日 
講義メモ整理、WEB辞書を使ってみる 30 

4回 
パリジェンヌのモード（ビデオ） 

基本的なファッション用語 色、形、物の位置 
講義メモ整理、発音練習 30 

5回 
会話 1 

自己紹介、家族を紹介する 国籍/職業をたずねる 
講義メモ整理、発音練習 30 

6回 
フランスのファッション学校について

フランスファッション 移民による多様性
講義メモ整理、発音練習 30 

7回 
会話 2  

時刻をたずねる 時の表現（過去/未来） 

講義メモ整理、発音練習 

会話練習 
30 

8回 
フランスのお金 / 生活

パリのメトロ/トラム
講義メモ整理、発音練習 30 

9回 
会話 3 

行き先、交通手段を伝える 

講義メモ整理、発音練習 

会話練習 
30 

10回 
カフェやレストランで注文する

フランスのテーブルマナー
講義メモ整理、発音練習 30 

11回 
会話 4 

可能性について話す 
講義メモ整理、発音練習 30 

12回 
会話 5 

日常生活について話す 

講義メモ整理、発音練習 

ファッション用語
30 

13回 
会話 6 

過去について話す 

講義メモ整理、発音練習 
30 

14回 
映画「アメリ」のフランスらしさを見て/聞いて 

フランスのことわざ

講義メモ整理、発音練習 
30 

15回 
映画「アメリ」のフランスらしさを見て/聞いて 

まとめ 

全ての講義メモを整理しファイリング

しておく 
30 

◆フィードバックの方法

毎授業にて講義メモを出すので、3回に 1度の割合でチェックする。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 － 

課題 70% 会話ができることを重視するので、積極的に声を出す。 

検定試験結果 － 

企業計画（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） － 

◆教科書

教科書なし。毎回講義メモ配布。  仏和辞書を購入希望の場合は要相談。 

◆参考文献

大学図書館のフランス語資料、フランス語サイト。

◆オフィスアワー

前期 : 金曜日 授業前、授業終了後、教室にて質問など対応。

◆備考

衣装博物館の展示内容、フランス人ゲストの都合などにより、授業内容は変更することもある。

希望者には、実用フランス語検定試験 5級～3級の受検指導を行う。 

ファッション実用フランス語
福本 しのぶ
高度アパレル専門科 3年 前期 必修（講義）／アパレル技術科 3 年・アパレルデザイン科 前期 選択（講義） 
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★3313

◆授業の方針・概要

ファッション業界で実務経験を積んだ講師による授業。ファッションデザインの考案に至るプロセスを学び、オリジナル

デザインへ展開させる。アパレルデザイン・商品企画の授業とも連動し卒業制作へ向けてのデザイン考案に繋げる。 

◆到達目標（学修成果）

様々なリサーチからリソースを得る力を養い、現在の流行の把握と時代性の理解ができること。

収集したリソースに新たな解釈を加えデザイン展開ができること。 

◆卒業認定の方針と該当授業科目の関連

卒業時に必要な科目。パタンナーに必要な時代性の把握と創造性を育むことにつながる。

◆授業計画

回数 授業内容 
準備学修 

具体的内容(予習･復習等) 
必要時間

(分) 

1回 ファッショントレンドとデザインリソースについて 予習：コレクション情報チェック 45 

2回 マーケットリサーチ 復習：リソースメモを作成する 30 

3回 リサーチ結果からのデザイン展開 復習：マーケットリサーチ再確認 45 

4回 コレクション情報に基づいたデザイン傾向の理解 予習：コレクション研究 45 

5回 コレクション情報からのディテールピックアップ 復習：コレクション研究 45 

6回 ディテールの応用準備（ディテール部分作成１） 復習：ディテール部分作成 60 

7回 ディテールの応用準備（ディテール部分作成２） 復習：ティテール部分作成 60 

8回 ディテールを用いたデザイン展開（デザイン画） 予習：デザイン資料収集 30 

9回 ディテールを用いたデザイン展開（デザイン画） 復習：デザイン画 60 

10回 デザイン画提出 予習：デザイン画 30 

11回 リソーステーマの研究とファッションデザインへの展開 予習：図書館にてリソース確認 45 

12回 リソーステーマの研究とファッションデザインへの展開 予習：周辺マーケットリサーチ 45 

13回 リソーステーマの研究とファッションデザインへの展開 復習：デザイン画 45 

14回 卒業制作に向けて テーマ設定① 復習：図書館にてリソース確認 45 

15回 テーマ設定② 予習：図書館などリソース確認 45 

16回 素材選定、デザイン考案 復習：素材選定、デザイン考案 45 

17回 素材選定、デザイン考案 復習：素材選定、デザイン考案 45 

18回 素材・デザイン考案（決定） 復習：素材選定、デザイン考案 45 

19回 素材・デザイン決定 復習；構造展開の準備 30 

20回 講評 復習：振り返り、課題認識 30 

◆フィードバックの方法

毎回の授業において個々の進捗と制作物についてのアドバイスを行う。

提出物についてのフィードバック、卒業制作に向けてのデザイン画には最終回に講評を行う。

◆成績評価の方法・基準

授業態度・姿勢 30% 

試験 

課題 70% 

検定試験結果 

企業計画（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） 

◆教科書

なし

◆参考文献

なし

◆オフィスアワー

授業終了後、質問等対応する。

◆備考

日程、内容を変更する場合もある。

服飾造形・実習Ⅲ（ﾚﾃﾞｨｰｽ）／服飾造形・実習（ﾒﾝｽﾞ）（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ） 
赤川 順子 

ｱﾊﾟﾚﾙ技術科 3年 通年 20 回 必修 （演習）
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